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朝
碧
大
学
基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
６
月
２６
燭
客
員
教
授
の
俳
人

一霞
す
ど
か
一
氏
を
識
締
に
迎
え
、
特
別
講
義
を
開
催
し
た
。
こ
の

講
義
は
、
用
セ
ン
タ
ー
が
行
う
基
礎
教
育
科
層
３
科
目

（英
語
崇

礎
、
情
報
処
理
基
礎
、
社
会
と
生
活
基
礎
）
の
う
ち
、　
戸
送
す
」と

活
基
礎
」
の
特
別
講
義
Ｌ
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
俳
旬
の
世

界
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
人
の

一心
の
と
か
さ
」
を
取
り
戻

す
た
め
に
と
全
閑
さ
れ
た
も
の
。

て
い
る
俳
人

「黛
ま
ど
か
」
氏
の

講
義
を
熱
心
に
蘭
き
入
っ
た
。

園
氏
は
、
英
語
に
よ
る
彿
旬
に

造
語
の
深
い
本
学
経
営
学
部
吉
村

佑
久
代
助
教
授

（葵
一識
担
当
）
の

蘭
い
か
け
に
応
え
、

「俳
旬
と
の

出
会
い
」
、
「俳
旬
の
心
を
求
め
て

の
ス
パ
イ
ン
巡
礼
の
旅
韓
、
「俳
旬

を
通
し
て
の
国
際
烹
化
交
流
、
国

簗
人

・
文
化
入
と
の
出
会

い
」
、

Ｆ
黎

語

へ
の
挑
選

を
熟
く
議

り
、
ま
た
、
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ

ー
ズ
、
出
下
連
郎
、
オ
ー
ド
リ
ー

・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
な

ど
を
琴
李
望膊と
し
て

詠
ん
だ
旬
や
、
恋
の

予
感
、
は
じ
ま
り
、

し
っ
と
、
ね
が
い
、

そ
し
て
せ
つ
な
い
現

れ
の
旬
を
自
ら
詠
み

あ
げ
、
・７
文
字
が
創

り
鳥
す
華
一凝
空
薔

を
表
現
し
た
。

講
義
の
な
か
で
は

漢
寧
１７
文
字
が
創
る

中
国

の
俳
旬

「漢

一ダ
一
の
”等
介
や
黛
ま

な
か
氏
の
旬
を
吉
村

先
生
が
実
訳
す
る
な

ど
、
俳
旬
の
持
つ
「芭

特
慶
講
義
の
演
題
は
、

「私
の

触
会

っ
た
人
々

（俳
句
を
通
し

て
）
‥
小
測
元
首
籍
、
全
大
中
韓

題
大
統
領
、
江
沢
民
学
園
国
家
主

席
か
ら
ユ
ー
ミ
ン
ま
で
手

当
日
は
、
受
講
対
象
と
な
る
法

・
解
警
？

歯
学
部
の
１
年
次
生
を

は
じ
め
、
教
職
員
の
籍
議
も
あ
り

約
２
５
◇
名
が
６
号
館
６
２
０
１

数
室
に
つ
め
か
け
、
今
最
も
輝
い俳人、卒捧奈,1:県生蘇れ。

女性だt,の徘衛雑誌「月〒1ヘップバーシ」代表c
旬察に 汗B面 の夏」(角 ,11書 店)、エッセイに 打ら・ら̀ら 奥の細
道」(光支社)等。テレビ・ラジオ・新F耳弓・雑講など各メディア
で活躍中。

蕉
」
に
代
表
さ
れ
な
吉
典
駒
な
写

実
の
世
界
予
こ、
基
子
や
ア
ル
フ
ア

ベ
ッ
ト
２６
文
字
が
斜
る
国
境
を
超

そ
れ
ぞ
れ
の
徘
持
に
対
す
る
悪
い
を

語

る
黛
ま
ど
か
客
晨
教
授
（左
）と
本
学
経

営
学
部
吉
村
緒
久
代
助
教
授
（右
）

朝
鮮
健
主
主
義
人
民
共
和
国

（北
朝
笠

２
辻
猥
で
行
わ
れ
る

暴

の
垂

霞
籍

笑

本本
余

学
車
球
部
（部
長
　
関
根
一郎
荻

授
）
の
樋
竪
旦旬
さ
ん
疫
警
学

部
１
年
、
宮
隅
高
等
学
校
卒
）
が

日
本
代
表
と
し
て
派
竜
さ
れ
る
と

と
と
な
っ
た
。

こ
の
大
会
は
、
今
回
北
朝
鮮
が

世
界
２９
カ
国

・
地
域
を
招
待
し
て

爾
律
す
る
も
の
で
、
招
待
題

・
地

域
の
内
訳
は
、
ア
ジ
ア
が
風
本

・

中
国

二
否
喬
な
ど
１２
、
欧
州
が
ド

イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
を
含
む
工
、
米

州
が
３
、
ア
フ
リ
カ
が
２
、
オ
セ

ア
エ
ア
が
１
と
な
っ
て
い
る
。

大
会
は
７
月
観
騒
ω
か
ら
３
月

重
―
チ
を
擢
き
、

４
覇
④
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
、

麟
本
卓
球
協
会
専
務
理
事
の
木
村

興
治
氏
を
理
長
と
す
る
総
勢
１２
名

が
７
月
２８
日
に
威
題
又
は
関
空
か

ら
出
発
す
る
。
樋
野
さ
ん
に
と
つ

て
大
学
に
入
学
し
て
務
め
て
の
国

際
大
会
。
み
な
さ
ん
で
応
援
し
よ

孔ヽ

ガ
ン
パ
レ
樋
野
、
ガ
ン
バ
ン

日
本
。

え
た
俳
毎
の
世
界
が
示
さ
れ
、
普

段
学
生
が
知
る

「松
任
谷
曲
実
遺

集

・
五
七
五
」
の
徘
旬
と
は
違
つ

た
本
物
に
触
れ
た
。

次
回
、
黛
ま
ど
か
先
生
の
議
義

で
、ま
た
新
し

い
「１７
文
字

の
宇

一避
と
の
議
会
い
を
期
待
し
た
い

おもな内容

歯学部改革スタート… 2

ながら会総会………… 3

エクステンションプログラム 4

国際交流・………………6

○
お
そ
ら
く
今

世
紀
最
後
と
な

る
で
あ
ろ
う
総

選
挙
が
終
っ
た
。

紳
の
見
え
ぎ
る

手
が
働
く
の
か

主
権
者
た
る
国
民
は
つ
く
づ
く

公
正
な
審
判
を
く
だ
す
も
の
だ

と
碁

砲

歳
喜
ん三
党
に
い
わ
ゆ

る
絶
対
安
定
多
数
は

一
応
与
え

た
が
、
三
党
と
も
大
幅
に
議
席

を
滅
ら
し
て
い
る
。
首
相
の
あ

い
つ
ぐ
失
言
、
２．
世
紀

へ
の
明

縫
な
ど
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
せ
得

ぬ
与
党
に
対
し
、
巌
し
い
裁
定

を
く
だ
し
た
と
一一一一甲
え
よ
う
っ　
一

方
、
野
党
に
も
飽
す
べ
り
約
勝

利
ほ
与
え
な
か
っ
た
。
種
地
的

に
は
そ

つ
基

え
る
と
，こ
ろ
が
あ

っ
て
も
、
野
党
が
過
半
数
を
占

め
る
こ
と
な
結
局
で
き
な
か
っ

た
。
ど
ち
ら
に
も

「じ
つ
か
り

し
ろ
ァ
」

と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
。

教
轟

箸

疹

医
ぞ

擬

す
る
本
学
こ
と

っ
て
、
懇
判
を

く
だ
す
の
は
受́
験
生
で
あ
り
患

者
さ
ん
で
あ
る
。
本
学
は
い
ち

早
く
、
学
生
や
患
者
さ
ん
に
対

す
る
質
の
よ
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
つ
い
て
明
示
し
た
。
本
学
職

員
は
全
力
を
挙
げ
て
こ
の
こ
と

の
室
行
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
き
し
い
茨
の
道
で

あ
る
が
私
達
も
茎
選
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
。
小
選
挙
区

（県
内
他
大
学
と
の
争
い
）
で

も
比
例
区

（地
域
社
会
で
の
高

評
価
を
得
る
こ
と
）
で
も
。

はなみず番



2000年7月 1日 ASAHI L「凶
‐IVERSITY NEWS LETTER 第11号 0)

改
革
へ
の
期
待
度
を
反
映
　
８２
・５
％
の
高
回
収
率

魅
力
あ
る
大
す写
斜
り
の
推
進
の

た
め
、
今
学
生
は
授
業
狂
何
を
求

め
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
、

現
在
の
授
業
方
法
を
見
直
し
、
ま

り
教
育
効
果
の
高
い
授
業
方
法
を

見
畠
そ
う
と
、
全
学
部
学
生
を
対

象
に
し
て

「授
業
故
菩
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
誠
査
」
が

一
斉
に
行

わ
れ
た
。

，あ

調
査
は
、
本
本
等
の
教
育

柊
錐
の
向
上
を
目
指
し
て
駿
置
し

た
Ｆ
Ｄ

（フ
ア
カ
ル
テ
ィ
・
デ
イ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
準
篠
姿
員
会

余
言
員
長
鈴
本
縛
遭
副
学
長
）

が
、
本
年
１
月
、
学
部
に
在
籍
す

る
金
学
生
３
、
９
１
７
名
を
対
象

に
、
騨
一連
法
に
よ
ヴ

行ヽ
っ
た
も

の
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
一谷
感
、
１
９

９
９
年
度
に
受
講
し
た
全
授
業
科

Ｈ

（
一
部
の
選
択
藩
環
を
除
く
）

矩
つ
い
て
、
学
生
ｌ
入
１
人
に
、

出
席
の
度
合
い
、
受
講
態
度
、
授

業
の
分
か
り
易
さ
、
理
解
疫
、
教

員
の
講
義

の
姿
勢
、
満
足
度
な

ど
、
１
授
業
群
日
茎
た
り
望
瑛
層

か
ら
・６
項
日
の
質
問
に
答
え
る
形

と
な
っ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
娘
の
理
収
は
す

べ
て
郵
送
で
行
わ
れ
、
国
容
の
な

い
〓
本
一柱
つ
い
て
は
直
接
電
話
で

調
査
の
理
解
を
求
め
返
送
の
お
願

い
を
し
た
と
こ
み
、
回
収
結
果
は

別
及
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
が
示
す
、
囲
収
数

３
、
２
３
２
人
、
全
体
回
収
率
８２
・

５
％
は
導
務
予
想
を
大
幅
に
ｉ
題

る
も
の
で
あ
り
、
学
生
の
皆
さ
ん

の
関
心
の
高
さ
と
大
学
教
育
に
寄

せ
る
競
待
の
高
さ
を
あ
ら
わ
す
も

の
と
い
え
る
。

Ｆ
Ｄ
準
頼
本家員
会
で
こ
の
調
査

結
果
の
集
計
、
分
析
が
行
わ
れ
、

学
生
の
授
業
の
理
解
度
と
満
足
度

は
大
変
高
い
和
関
関
係
に
あ
る
こ

と
が
魂
明
し
、
ま
た
、
興
味
の
度

合
い
拒
つ
い
て
も
注
簿
す
べ
き
傾

痢
が
示
さ
れ
た
ｃ

魅
力
あ
る
授
業
と
は
、
授
業
を

分
か
り
易
く
、
輿
味
を
持
た
れ
る

よ
う
に
、
ま
く
理
鋒
で
き
る
よ
う

に
等

え
０

」」
に
■よ
り
、
一霊

未
盛

席
者
を
多
く
す
る
と
と
も
は
、
学

生
か
ら

一受
講
し
て
貞
か
っ
た
」

と
評
描
さ
れ
る
授
業
で
あ
る
こ
と

が
分
か

つ
た
。

こ
の
調
査
の
集
計
結
果
は
、
教

員
全
員
に
配
付
さ
れ
る
と
共
に
、

Ｆ
Ｄ
盗
繊

奮
異
本
か
ら
は
、
授
業

内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
路
る
た

め
の
基
本
方
針
を
し
て
①

「ス↑
後

は
、
学
生
の
理
解
度
と
満
足
度
を

上
げ
る
た
め
の
方
策
を
中
心
と
し

て
改
善
を
進
め
、
こ
の
調
査
結
果

で
高
い
評
額
空
不
し
た
授
業
の
連

営
方
法
等
を
参
考
に
改
善
策
の
策

憲
窟
聟
ど
、②

穏
鋼
射
慮
細
鶏

改
善
の
た
め
の
実
行
組
艤
と
し
て

司

目

霧

誓

曇

褻

置
し
、
Ｆ
Ｄ
輩
徳
委
員
会
が
取
り

ま
と
め
た
改
善
の
基
本
方
針
に
基

づ
い
て
、
本
大
学
の
Ｆ
Ｄ
活
動
の

全
学
齢
な
推
進
を
露
る
こ
の
２
点

が
示
さ
れ
た
。

大
学
教
育
の
主
役
は
学
生
と
人

１
人
で
あ
り
、
満
足
度
の
高
い
教

育
ぬ
容
を
提
供
す
る
こ
と
は
大
学

が
果
す
べ
き
義
務
と
い
え
る
。
こ

の
後
、
本
大
学
の
教
育
機
能
向
上

に
対
す
る
努
力
Ｌ
学
生
の
ニ
ー
ズ

の
確
認
が
継
続
的
に
行
わ
れ
、
魅

力
あ
る
大
学
創
り
が
進
む
。

な
お
、
朝
日
大
学
Ｆ
Ｄ
活
動
推

進
委
員
会
の
設
置
は
、
６
月
２２
協

い
開
催
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、

第
１
回
委
一員
ム
が
６
月
２８
串
銀
に

開
催
さ
れ
た
。
委
員
構
成
は
、
次

の
と
お
り
っ

▼
委
員
長
　
副
学
長
　
鈴
木
博
道

▼
委
員
　
教
授
　
右
村
耕
治

（法

学
部
）
▽
教
授
　
湖
見
光
男

（法

学
部
）
▽
教
授
　
横
幽
克
己

（経

善
停
一十
都
）
▽
教
授
　
森
下
伊
三
男

（経
営
学
部
）
▽
貌
授
　
杉
村
忠
敬

（歯
学
部
）
▽
教
授
　
閣
村
療
夫

（歯
学
部
）
▽
助
教
授
　
投
石
保

広

（教
職
課
を
セ
ン
タ
ー
）
▽
教

授

永ヽ
野

宏

（基
礎
教
育
セ
ン

タ
ー
）
▽
事
務
局
長
　
菱
購
健
治

魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
に
向

け
て
、
大
学
改
革
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
歯
挙
部
に
お
い
で

も
歯
稗
盤
節
露
家
試
験
対
策
を

含
め
て
短
期
的

・
中
長
期
的
な

戦
略
を
取
り
ま
と
め
、
早
急
に

改
革
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
、
本
年
５
月
に
欝

学
部
改
革
特
別
対
策
委
員
会

套
景
長
長
坂
信
夫
瓢
姜
こ

が
設
置
さ
れ
た
。

ま
ず
初
め
に
手
が
け
ら
れ
た

の
が
２
０
０
１
年
歯
科
盤
節
目

家
試
験
対
策
で
あ
る
。
ご
承
無

の
と
お
り
今
年
の
理
本
試
験
の

状
況
は
、
全
国
の
合
格
率
が
金

徐
で
６９
・７
％
と
最
も
低
調
で

あ

っ
た
。
本
学
の
今
年
卒
業
生

の
合
格
率
も
∝
・５
％
と
大
変

厳
し
い
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
委
員
会

で
は
、
国
家
試
験
の
合
格
率
１

一℃
◇
％
を
目
標
と
し
て
対
策
葉

を
立
案
す
る
こ
と
と
し
、
６
年

生
及
び
既
峯
者
を
含
め
た
指
導

外
制
の
整
備
並
び
に
６
年
の
履
修

科
目
、
卒
業
試
験
の
受
験
資
格
及

び
卒
業
魂
定
基
準
等
の
見
直
し
を

で

つ
こ
と
で
検
討
が
な
さ
れ
た
９

６
月
８
層
に
委
員
会
か
ら
兵
然
約

な
国
家
試
験
対
策
が
歯
学
都
教
授

会
に
示
さ
れ
、
現
在
寃
行
に
移
さ

れ
て
い
る
。

一硼

談

翼

】

本
年
度
目
家
試
験
対
策
と
し

て
、
現
６
年
生
、
本
年
３
月
卒
業

生
で
国
家
試
験
不
合
格
者
、
本
年

３
月
以
前
宏
一葵
と
で
国
本
試
験
不

合
務
者
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
霧
て

対
禁

τ
行

つ
。

４
．
現
６
年
生

ア
．
国
家
試
験
の

一
般
闘
題
及
び

堕
熔
天
地
問
題
へ
の
社
烙
を
目

的
と
し
て
臨
床
実
習
工
を
Ａ
と

Ｂ
に
分
け
、
Ａ
は
従
来
の
と
お

り

（患
者
笑
習
＞α
ラ
ウ
ン
ド
方

式
に
よ
る
各
診
療
舞
別
の
実
腎

・
試
験
）
、Ｂ
態
国
家
試
験
対
策

幽
題
試
験
を
実
施
す
る
。
Ｂ
は

毎
週
土
曜
日
無
年
前
中
試
験
、

一茅
捻
説
を
磁
月
ま
で
行
砲

イ
、
本
試
験
働
の
成
績
に
つ
い
て

は
、
毎
劇
順
位
控
従
つ
て
公
表

す
る
６

ウ
．
本
試
験
①
は
合
播
（盆
半
均

∞
点
以
上
）
す
る
こ
と
を
卒
業

試
験
り
受
験
資
格
の
１
つ
と
す

る
。

工
．
６
月
よ
り
開
始
す
る
。

２
ぅ
本
年
３
月
事
業
生

ア
“
学
内
に
お
い
て
本
年
卒
業
生

を
対
象
と
し
て
、
国
家
試
験
簿

策
の
研
修
ξ
毎
日
行
つ
。

イ
．
受
講
生
の
身
分
は
、
科
目
等

履
修
■
と
す
る
。

ウ
．
７
月
よ
り
開
始
す
る
。

３
．
本
年
３
月
以
前
率
葉
生

ア
．
本
班
卒
者
に
対
し
て
は
、
父

兄
の
協
力
を
得
て
通
信
教
育
方

式
で
研
修
を
行
孔

イ
．
７
月
よ
り
開
始
す
る
．

アンケー ト回収状況
1挙魏1募辞 r学年 送付数 回収数 回収率

法 学 部

法 学 科

穏 206セ 166宅 80,6%

2 360 320 88.9

3 342 239 34.5

4 339 232 68,4

計 11247 11007 80.8

経営学部

経営学科

1 245 209 85.3

2 339 291 86.1

3 341 295 86.5

4 348 247 71,0

計 モ1272 11042 81,9

経営学部

構韓答理

学  科

1 129 ,09 84.5

2 151 136 90.1

3 166 154 92.8

4 175 183 76.0

計 626 532 85.0

歯 学 部

歯 学 科

1 125 108 86.4

2 134 117 87.3

3 131 113 86.3

4 143 119 83.之

5 116 103 88,8

6 128 91 71.B

計 777 651 83.8

選, 3,917 31232 82.5
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F腕漁 層 題

な
が
ら
会
総
会
嬢

夏
と
冬
の
年
２
躍
有

わ
れ
る
が
、
毎
年
夏

に
開
催
さ
れ
る
総
会

嫁

「ど
―
ル
パ
ー
テ

イ
ー
」
と
合
わ
せ
て

行
わ
れ
て
い
る
。
今

年
の
な
が
ら
会
会
長

数

（平
成
１２
年
６
月

１
瑠
現
在
）
は
８
９

８
名
、
筆
年
冬
の
な

が
ら
会
総
会
以
降
の

入
会
者
は
、
我
１
８

集
で
あ
っ
た
。

会
は
午
後
６
特
ほ

ぼ
定
刻
通
り
に
、
な

が
ら
会
幹
事
員
閣
根

歯
学
部
教
授
の
開
会

の
挨
拶
で
始
ま
り
、

会
の
名
誉
会
長
で
あ

る
宮
灘
佑
理
事
長
か

ら
学
生
の
満
足
度
珀

と
の
大
学
を
目
指
し

た
い
、
会
長
の
始
越

正
也
学
長
か
ら
は
魅

力
あ
る
大
学
創
り
に

向
け
で
現
在

一
九
と
な
っ
て
改
革

に
取
り
組
ん
で
お
り
管
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。
森
昌
彦
名
誉
教
摂
の
音

頭
に
よ
リ
グ
ラ
ス
に
注
が
れ
た
シ

ヤ
ン
バ
ン
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

乾
杯
の
後
、
す
ぐ
擁
会
長
飼
士
の

歓
談
が
始
ま
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
で

は
、
ジ
雲
ツ
キ
禅
冷
え
た
ど
，
ル

が
次
々
と
注
が
れ
た
◇
普
殺
周
じ

大
学

，
病
院
に
勤
務
し
な
が
ら

も
、
な
か
な
か
言
葉
を
交
わ
す
こ

と
の
な
い
人
た
ち
と
交
流
を
は
か

る
こ
Ｌ
が
熟
来
る
、
こ
れ
こ
そ
が

こ
の
な
が
ら
会
総
会
の
大
き
な
目

鈴
で
あ
る
。
会
長
の
な
か
に
は
、

ジ
ョ
ッ
キ
を
片
手
に
各
テ
ー
ブ
ル

を
目
り
、
言
葉
を
掛
け
ハ
〕
つ
人
も

多
／ヽ
み
ら
れ
、
会
場
為
の
い
た
る

と
こ
ろ
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が

っ
て
い
た
。

そ
し
て
会
も
半
ば
に
さ
し
か
か

る
と
、
こ
の
会
の
用
玉
の
ひ
と

つ

で
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
描
透
会
が
始

ま
っ
た
ｃ
当
爾
す
べ
て
の
会
長
に

手
渡
さ
れ
た
ネ
ー
ム
プ
ン
ー
ト
に

記
載
し
て
あ
る
数
字
が
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
機
選
香
号
に
な
る
。
司
会

を
か
ら
、
順
々
に
、
当
選
番
号
が

会
場
肉
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
度

に
、
自
分
の
脊
号
が
呼
ば
れ
る
の

を
今
か
今
か
と
待
ち
こ
が
れ
て
い

た
会
員
達
か
ら
ド
ッ
と
声
が
あ
が

つ
た
◇

楽

し

い
時
時

は
、
な
ん
と
早
く

過
ぎ
る
の
だ
ろ
う
ｃ
会
は
菊
通
博

6月 22霞岱、大垣フォーラムホテルにおいて、ながら会総会・ビールパーテ
′イーがF汗弓催された。会

場に
'ま

、それぞれの一躍◆デ》業務を終えたばかりのながら会会員が
手堂‡こ集まり、梅雨の蒸し暑い夜を

忘れさせてくれる冷えたビールが冴えた。

「乾杯:!」 冷えたビールを片手に職場の仲間とのおしゃべ
''が
はずむ。暑寺ヽ夏の夜にはビールが最高。

察
替
教
授
の
開
会
の
辞
の
挨
移
が

あ
り
、
午
後
８
簿
ほ
ぼ
定
刻
通
り

に
終
了
と
な
っ
た
。

学
生
、
患
者
、
オ
革
本
生
そ
し
て

６
月
愛
導
は
、
穂
播
小
学
校
（高

橋
茂
徳
校
長
）
に
お
い
て
、
ユ

・

２
年
生
児
童
の
保
護
者
を
対
象

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
環
Ｌ
し
て

一磐
錯
休
健
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。

斬
修
会
に
は
、
本
学

歯
学
蔀
教
員
及
び
歯
科

衛
生
士
専
門
学
校
教
員

が
講
額
と
し
て
招
か
れ

た
。最
初
に
、
本
学
社
会

園
睦
保
健
学
講
座
可
妃

徳
子
教
授
が
冨
理
の

お
掃
除
で
き
て
い
ま
す

か
」
と

い
う

＞
‥

マ

で
、
歯
咎
る
の
重
課
任

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

続
い
て
、
新
谷
裕
久
助

教
授
が
位
鵜
差
顕
微
鏡

を
用
い
、
プ
ラ
ー
ク
を

取
っ
て
暉
腔
内
細
菌
の

映
像
密
密
拶
茸綽に
見
て

も
ら
っ
た
。

そ
の
後
、
歯
科
衛
生

士
奪
閣
学
校

の
教
員

（曲
畷
小
枝
子
教
務
三

教
職
長
、
す
べ
て
の
朝
日
大
学
関

係
者
に
と
つ
て
、
満
足
度
と
Ｏ
Ｏ

パ
ー
セ
ン
ト
の
大
学
を
目
指
し
、

こ
の
ど
―
ル
パ
ー
テ
イ
ー
で
香
っ

任
、
平
井
置
美
助
教
歳こ

に
よ
っ

て
、
効
果
始
な
グ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方

法
を
説
明
し
た
。

出
席
し
た
保
護
者
お
よ
び
叛
師

た
パ
ワ
ー
を
明
日
か
ら
の
仕
事
の

活
力
に
変
え
て
い
き
た
い
も
の
で

工め
る
シ^

ら
約
５。
名
は
、
講
演
篠
現
中む
に
耳

を
傾
け
る
と
と
も
に
口
腔
内
の
組

菌
を
実
際
痒
見
て
、
驚
き
の
声
を

上
げ
て
い
た
。
そ
の
後
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
で
は
、
真
剣
に
自
分
た
ち

の
コ
雄
内
を
磨
き
、
さ
っ
ば
り
し

た
感
覚
を
実
感
で
き
た
ま
う
で
あ

っ
た
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一

ー

歯磨きの重要性について語る可児教授の講演に熱心に聞き入る穂積小PTAら 。
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企
学
部

・
全
学
科
１
年
次
生
を

対
象
に
開
講
さ
れ
て
い
る
、
基
礎

教
育
科
日

一社
会
と
生
活
基
礎
一

で
は
、　
一賢
く
生
き
る
た
め
の
社

会
学
〕
及
び

｛楽
し
く
生
き
る
た

め
の
社
会
量

の
二
つ
の
コ
ー
ス

が
期
識
さ
れ
、
学
生
が
い
ず
れ
か

の
コ
ー
ス
を
選
択
履
修
す
る
予
ア
一

に
な
っ
て
い
る
。
毎
逸
民
な
っ
た

テ
ー
マ
を
掲
げ
、
各
テ
ー
マ
の
講

綿
を
学
校
法
人
河
令
塾
学
自
ト
ラ

イ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル

・
サ
ー
ビ
ス
事

業
専
出
学
校
か
ら
累
さ
、
日
常
生

遠
に
役
立
つ
社
会
学
を
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ｃ
就

職
特
に
役
立

つ
よ
う
な
月
常
生
活

の
マ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
従
来
の
大

学
の
講
義
で
は
待
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

■
差
」の
艇
律
娑
哲
な
い
て
い
る
⇔

５
月
お
雪
か
ら
３
過
に
，‥っ
た

っ

て
行
わ
れ
た
授
業
に
お
い
て
は
、

【パ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
エ
ン
グ
】

一ク
ラ
フ
ト
演
習
】
及
び

一
フ
ラ

フ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
学
の
講
義

が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
の
結
義
任

お
い
て
も
、
学
生
自
ら
が
授
業
に

積
極
的
に
参
加
Ｌ
″、
笑
い
声
が
絶

え
な
い
Ｇ
河
谷
塾
の
講
師
の
先
生

や
他
の
学
生
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

…
シ
ョ
ン
を
閣
り
な
が
ら
、
授
業

を
学
生
陰
ら
が
進
め
て
い
く
。
パ

，
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
エ
ン
グ
の
議
義

で
は

一■
磨
節

を
テ
ー
マ
に
、
身

近
な
も
の
を
用
い
て
、
鶴
単
な
手

額頼
の
テ
ク
エ
ッ
ク
を
や７
は
つヽ
と
い携帯ストラップのひもを編むにIま結構力がかかる'サ

んフラワーアレンジメントは初めての経験どと言う男子
るが作品はどれも上出来モI

う
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
議
師

の
先
生
か
ら
手
四
那を
行

口
つ
たゝ
で

の
ｒ
．原
則
の
議
現
が
あ
り
、　
一手

轟
意
見
て
い
る
人
に
夢
を
与
え
る

こ
と
が
大
切
れ
と
の
言
葉
に
、
学

生
た
ち
か
ら
ど
よ
め
き
が
起
こ
っ

て
い
た
。
ク
ラ
フ
ト
演
督
の
議
義

で
は
、）７
生
た
ち
な
一オ
リ
ジ
ナ
ル

携
持
電
話
ス
ト
ラ
ッ
プ
一
の
作
成

に
熱
心
任
取
り
組
み
、
崩
来
上
が

っ
た
作
品
を
さ
っ
そ
く
自
分
の
携

す笠
十も
議
に
取
り
付
け
る
学
生
の
姿

も
星
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
議
義
を

受
講
し
た
学
生
た
ち
は
、

「
テこ
ん

な
に
楽
し
み
な
が
ら
、
必
修
の
授

業
を
受
け
ら
れ
る
な
ん
て
な
ん
だ

か
得
し
た
気
分
。
今
度
は
ぜ
ひ
、

家
で
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す

ろ
あ
ち

で
も
生
Ｆ
学

ね
。」
、
「
こ
れ
な
ら
、
こ
れ
か
ら
の

毎
日
の
生
活
に
役
立
て
ら
れ
そ
う

で
す
ね
。
友
産
に
も
見
て
も
ら
い

た
い
で
す
。」等
、
学
生
た
ち
の
感

激
の
声
は
尺
ミ
単な
か
っ
た
。
初
め

て
フ
ラ
フ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に

挑
戦
し
た
学
差‥‥一が
ほ
と
ん
ど
で
、

初
め
て
の
作
品
と
し
て
は
上
崩
来

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
作
品
に
大

満
是
の
学
生
た
ち
で
あ

っ
た
。

講
義
は
こ
の
な
か
、「現
代
ブ
ラ

ン
，
事
情
≒
消
費
生
活
講
座
一
「ビ

ジ
エ
ア
ル
ボ
イ
ス
名
現
代
Ｃ
Ｍ
考

祭
企

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

楽
与
み
な
が
一ぅ
、
社
〈ム
誓

ど
身

に
つ
け
、
さ
ら
に
そ
れ
が
挙
笠
と

な

つ
て
修
得
で
き
る
と
い
いつ
こ
と

が
学
生
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
大

き
な
魅
力
な
の
で
あ
ろ
う
。

囚
藝

騒

因

囲

電

函

□

本
学
で
は
、
毎
年
入
試
概
要
が

決
定
す
る
と
、
高
等
学
校
の
教
算

を
対
象
と
し
た
入
試
説
明
会
を
開

催
し
て
い
る
。
こ
の
入
試
説
明
会

で
は
、
入
試
概
要
や
査

写
の
様
々

な
取
り
組
み
を
嵩
等
学
校
の
教
員

に
広
く
屈
如
し
、
学
生
募
集
構
勤

の
一
勢
す
こ
し
て
誨
盛
告
し
て
い
る
っ

６
月
２８
爾
に
は
壌
早
キ
ャ
プ
ス

ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
岐
阜
県
内

２
墓

肇

校
の
進
髪

握

十教
曇

暫

対
象
と
す
る
入
試
説
明
会
が
開
催

さ
れ
た
。
学
長
か
ら
、
面
倒
見
の

良
い
大
学
、
１
０
０
％
満
足
す
る

大
学
を
自
指

し
、
①
学
生

の
授
業
に
対

す
る
満
屋
度

を
高
め
る
た

め
、
Ｆ
Ｄ
溝

動
を
推
進
し

て
授
業
数
善

を
黎
滝

す
る

と
共
に
教
員

の
資
質
の
向

上
を
原
指
し

て
い
る
。
②

基
礎
学
力
の

低
い
学
生
に
対
し
て
は
、
基
礎
教

育
科
覇
に
お
い
て
、
兵
議
、
情
報

処
理
と
い
っ
た
社
会
で
必
要
な
能

力
の
底
上
げ
を
図
り
、
ま
た
、
更

に
社
会
に
お
い
て
必
要
と
な
る
マ

ナ
ー
や
教
養
を
身
に
つ
け
さ
せ
て

い
る
。
③
大
学
の
授
業
を
サ
ボ
リ

が
ち
な
学
生
に
対
し
て
は
、
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
本
学

指
導
教
員
と
孝
閣
職
長
が
連
携
を

票
り
合
い
な
が
ら
、
学
生
と
父
母

に
対
し
て
綿
密
な
サ
ポ
‥
卜
を
し

て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
お

り
、
安
心
し
て
生
徒
を
本
学

へ
送

つ
て
も
ら
い
た
い
Ｌ
説
明
し
た
。

ま
″．／〕、
蔦
等
学
校

の
愁

員
か
ら

は
、
昨
笠
度
か
リヽ
ス
タ
ー
ト
し
た

奨
学
支
一滋
観
度
や
特
別
選
抜
入
試

に
閉
す
る
質
蘭
が
あ
り
、
興
味
を

一示
し
て
い
た
。

今
年
度
の
各
会
場
に
お
け
る
参

加
状
況
は
次
の
と
お
り
。

哲警撃季癌畠森薯会議彎蚕壕?継重評露与安拷
ホテル )

会 場 開 催 日 幾席若数

営  曲 8月 16猛轟ω 4猿 4名

大  阪 6月 毒9章ヨ(月 , 32校 32名

名古屋 6月 20風う埒 39校39名

津 6見 2'日鉢◆ 9枝 9名

彦 捜 6月 22日公 5校 5名

羨  イム｀ 6芹 126層 l(島
'

4校 4名

京 都 6月 27日紗ё 9校 10名

岐  阜 6月 28ロイオ、 23校23名

新 鳩 7月 6日外 8校 1と名(予定)
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目

地
域
の
生
涯
学
習
の
振
興
に
毎

与
し
、
ま
た
、
覆
頃
の
研
究
成
果

を
社
会
た
遠
元
す
る
こ
と
を
日
的

に
、
６
月
２４
爾
鶴
本
学
５
号
徳
５

１
４
講
義
室
に
お
い
て
、
本
学
法

制
砺
究
を
■
催

（所
長
大
塚
鈴
子

教
授
）
の
公
開
議
演
会
が
開
催
さ

れ
た
。
当
研
究
所
で
は
、
毎
年
異

な
っ
た
テ
，
マ
を
揚
げ
、
各
地
で

講
演
会
を
齋
緯
し
て
お
り
、
今
年

度
第
１
園
目
は
学
内
で
の
開
催
れ

な
つ
た
。
議
部
に
現
各
務
原
蔑
等

学
校
長
の
宮
都
敏
男
氏
を
迎
え
、

本
学
法
学
黙
長

（兼
ね
て
法
学
研

究
善
長
）
三
原
憲
三
教
授

（剤
法

担
茎
）
と
Ｌ
も
に
そ
れ
ぞ
れ
議
演

を
行
い
、
会
場
に
な
学
為
外
か
ら

ｌ
Ｓ
３
名
の
参
加
者
が
つ
め
か
け

た
。
免
狂

演
台
に
立

っ
た
●
原

教

授

な

「少
年

法

改
正
を
め

ぐ

っ
て
」
と
題
し
、
近
額
メ
デ
ィ

ア
を
騒
が
せ
て
い
る
少
年
斑
非
を

少
年
法
の
改
正
犠
つ
い
て
講
演

し
、
家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
機
能

の
喪
失
や
裁
の
責
任
力
の
欠
麹
等

が
少
年
犯
罪
の

一
原
因
緯
も
な
っ

て
お
り
、
併
せ
て
ひ
と
り
ひ
と
り

が

一
佃
人
と
し
て
評
徹
さ
れ
る
社

会
を
用
指
す
こ
と
が
大
場
で
あ
る

と
述
べ
た
。
ま
た
、

少
審
法
だ
霧
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
少
年

狂
霧
を
社
会
全
体
の

問
題
と
し
て
と
ら
え

我
々
周
盤
の
大
入
遠

の
力
で
減
ら
し
て
い

こ
う
と
参
裁
者
に
呼

び
か
け
た
ｓ
続
い
て

演
台
に
立
っ
た
宮
都

氏
は

ズ
ン
学
校
で

は
？
」
Ｌ
題
し
、
現

職
の
高
等
学
校
教
員

の
霞
か
ら
み
た
現
代

の
井
姦
厄
株
に
つ
い
て

講
演
し
、
様
々
な
教

育
経
験
を
奪

え
｛婆

用

現
場
で
の
諸
聞
態
に

つ
い
て
議
し
、
会
場

に
集
ま
っ
た
参
加
者

た
ち
は
、
真
剣
な
表

情
で
議
た
閣
表ｏ入
っ

て
い
た
。

継
「少年ぢ巳罪を我 罵々露の大入連の力で減らしても`こう。こと参力爾者に呼びかtする三原憲二教授。

△
萩

９
月
響

轟

、
晋

〔

の

商
患
、
本
学
５
号
館
に
お
い
て
日

本
物
流
学
会
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
る
ｃ

当
回
は
、
全
磐
各
地
か
ら
物
流

〒
こ
こ
か
ら
は
あ
ん
ま
う
童
（

剣
に
聞
か
な

い
で
ね
。
こ
の

蘭
、
そ
れ
で
二
《
要が
悪
く
な
っ

て
手
術
を
廷
期
し
ち
ゃ
っ
た
人

が
い
る
ん
だ
よ
。」

百
九
十
セ

ン
チ
を
超
す
大
男
の
Ｔ
底
婦
が

私
を
見
な
が
ら
、
エ
ャ
ッ
と
笑

っ
て
付
け
却

た
た
。
私
の
冠
状

勤
脈
の
バ
イ
パ
ス
手
術
に
つ
い

て
、
手
術
の
行
を
や
配
置
す
る

ス
タ
ッ
フ
な
ど
狂
つ
い
て
説
明

を
続
け
た
Ｔ
先
生
が
手
術
の
同

意
書
を
示
し
な
が
ら
、
手
術
の

際
起
こ
り
得
る
症
状
等
に
つ
い

て
説
明
を
始
め
よ
う
と
し
た
時

の
こ
と
で
あ
る
。

な
る
程
、
開
か
な
い
方
が
よ

か
っ
た
か
も
無
れ
な
い
。
凄
じ

い
内
容
で
は
あ
っ
た
。
手
術
中

又
は
そ
の
後
に
、
心
筋
柾
塞
、

筋
覆
塞
、
急
峰
心
一父

上、
弩
不

今
、
敗
血
左
等
々
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
る
が
手
術
を
受
け
る

か
。
受
け
る
な
ら
用
意
書
に
を

名
し
ろ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
れ
ら
が
起
こ
る
確
立

な
２
パ
ー
セ
ン
ト
と

い
う

こ

と
Ｇ
ｉ
Ｏ
Ｏ
入

に
２
人

で

あ

る
。
で
も
絶
持
に
鋸
人
の
中
に

入
れ
る
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い

し
、
教
刀
医
も
そ
の
こ
と
を
懸
言

う
な
い
。
要
す
る
に

「も
し
そ
う

な
っ
た
ら
ゴ
メ
ン
ネ
。
で
も
そ
れ

を
知
っ
て
て
手
術
を
受
け
た
ん
で

し
膜
正
と
い
う
訳
で
あ
る
。
事
前

に
患
者
に
十
分
な
情
報
を
与
え
、

患
者
に
選
択
を
委

ね
る
と
い
う
こ
の

制
度
は
世
界
の
医

学
界
で
は
当
然
の

こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
先
習
Ｎ
Ｉ
Ｋ

テ
レ
ど
で
疫
送
さ

れ
た

０
撮
治
療
の

二盤
理
歴

で
は
、

病

八々
と
四
つ
の
は

患
者
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
自
己

の
病
状
に
つ
い
て

す
べ
て
医
鋪
か
ら

告
嫌
を
受
け
、
治
療
方
法
に
つ
い

て
も
、
医
師
か
ら
不
さ
れ
た
幾
つ

か
の
選
択
肢
の
内
か
ら
自
分
で
選

ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
の
数
州
で
は
、
こ
の
行
き
着

く
先
と
し
て
当
然
の
掬
く
、
治
療

が
効
を
奏
さ
な
い
場
合
、
自
ら
死

を
選
ぶ
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
人
生
観
、
宗
教
観
の
違
い
な

ど
が
あ
り
、
こ
れ
は
大
変
難
し
い

開
題
で
あ
る
。
何
も
無
ら
な
い
方

が
食
い
と
で
つ
入
も
多
数
い
る
管

で
あ
る
◇

少
し
議
、
テ
レ
ビ
▼
マ
ー
シ
ャ

ル
で
余
命
６
ヶ
月
以
内
と
診
断
さ

れ
た
ら
保
険
金
を
支

払
う
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
。
被
保
険
者

が
死
ん
だ
時
に

一
定

の
人
蘭
が
保
険
金
を

受
け
取
る
の
で
は
な

く
、
死
に
行
く
本
人

を
金
銭
を
交
行
す
る

も
の
で
あ
る
◇
妓
初

こ
れ
を
見
た
時
、
青

す
じ
が
で

つ
と
し

た
。
死
刑
宣
告
を
受

け
た
者
へ
の
後
射
で

あ
る
。
私
は
こ
の
篠

険
に
な
絶
対
入
ら
な
い
だ
ろ
一つ
と

感
じ
た
。

自
分
自
身
に
関
す
る
情
報
は
す

べ
て
知
る
権
租
が
あ
る
と
す
る
命

題
は

一
見
極
め
て
当
然
の
手
と
に

思
え
る
。
た
だ
無
り
た
く
な
い
入

に
伍
速
に
募
た
アつ必
要
は
な
い
。

ビ
ギ
ナ
ー
ズ

ラ

ッ
ク
の
よ
う

に

インフォームド

コンセント

羅

｛簸
の
強
さ
」
も
妻

笑
と
し

て
存
在
す
る
。
私
自
身
、
６
年

前
に
病
気
で
〓
途

の
用
を
渡
り

か
け
た
。
今
回
、
Ｔ
医
師
も
私

の
病
歴
を
見
て
、

「よ
く
助
か

っ
た
ね
え
／
」
と
驚

い
て
い
た

が
、
本
人
は
全
く
死
ぬ
な
ど
Ｌ

は
考
え

て
い
な
か

っ
た
。
後
で

蘭

い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
え

が
親
類
中
に

一ｒダ
メ
か
も
無
れ

な

い
。」
と
連
絡
し
て
い
た
そ
う

で
あ
る
９
本
人
は
、
集
中
治
療

室
に
い
る
商
、
極
め
て
能
天
気

に
過
ご
し
て
お
り
、
巨
人
寧
な

今
用
勝

つ
だ
ろ
う
か
な
ど
と
考

え
て
い
た
っ
だ
か
ら
競
か

つ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
Ｇ
生
き
る

気
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
の

だ
か
ら
っ

死
ぬ
持
は
不
意

に
や
っ
て
来

た
方
が
い
い
ｃ
病
気
治
療
も
藤

陣
に
す
べ
て
を
委
ね
、
余
計
な

こ
と
を
無
ら
な

い
方
が

い
い
。

多
く
の
異
論
が
あ
ろ
う
。　
一
人

ひ
と
り

の
苦
学

の
閲
題
だ
か

ら
，
私
は

「あ
と
３
ヶ
月
の
命

で
す
。」
と
告
げ
ら
れ
な

い
方
が

い
い
。
皆
さ

ん
な
ど
う

で
す

か
っ

研
究
者
が
集
ま
り
、
２８
本
の
論
題

に
つ
い
て
の
発
表

・
討
議
が
行
わ

れ
る
。

烙
理
に
は
、
目
本
物
流
学
会
会

長
の
宇
野
政
雄
民
の
開
会
の
挨
拶

の
後
（
梶
原
拓

岐
阜
県
知
事
の

特
別
講
演

一∽
鷲
ｏ
黛
＜
儀
Ｊ
＜
の

地
域
戦
罐
（板
逐
不
予
定
さ
れ

て
い
る
。

本
大
学
か
ら
は
、
経
営
学
部
忍

割
和
良
教
授
、
大
学
院
経
営
学
霧

究
科
博
士
後
期
課
程
竹
内
章
君
、

同
研
究
程
研
究
生
土
井
義
夫
惑
が

研
究
発
表
を
行

ゼ
こと
と
し
て
い

る
。聞

い
合
わ
せ
先

一
朝
日
大
学
大

学
院
竜
略
物
流
研
究
室
　
０
５
８

１
３
２
９
１
１
１
６
４
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中
国
・オ
ー
ス
Ｌ
フ
リ
ア
　
潤評
籐
】

一体
験
蜜
学
生
」
来
学
俸鋳
舞
嬢

中
期
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
た

「
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
優
秀
な
成
績
を

修
め
た
学
生
及
び
引
率
狭
長

一
行

１０
名
が
、
７
月
６
瑠
に
来
学

う

た
。今

霞
中
国
か
ら
来
学
し
た
の
は

今
年
５
月
６
出
に
基

界
外
題
語
大

学
で
行
わ
れ
た
日
本
諏
ス
ピ
ー
チ

ヨ
ン
テ
ス
ト
の
大
学
部
門
と
高
準

都
円
で
入
賞
し
た
劉
中
傑

（北
家

外
田
大
３
年
）、季
辞

（北
京
師
範

大
３
年
）
、細
練

（長
春
外
国
語
学

校
３
年
一
、一査
寧
千

（薦
京
外
医
学

校
２
年
）
の
４
名
と
、
引
率
の
江

正
林
教
授
、
林
小
明
さ
ん
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
は
５
月
２．
憲
に

セ
ン
ト
ラ
ル
ク
イ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド

大
学
で
行
わ
れ
た
日
査
工畑ス
デ
導‥

チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
大
学
部
門
、
鳥

校
鬱
年
生
都
閣
、
高
校
量
年
生
藝

湘
で
優
勝
し
た
り
ｏ
吾

く
洋
め
，

お
ユ
ｏ
　
∽
・の
が
ｏ
節
ぬ
〕

＞
簿
静
”

」
，

薫
す
の
３
名
と
、
引
率
の
φ
″，

σ
建
警
〓
”
ユ
浄ｏ
＜
先
生
。

一
行
は
７
月
２
濡
に
来
薄
し
、

本
学
の
姉
撚
校
で
あ
る
明
海
大
学

を
訪
開
し
た
後
、
本
学
を
訪
れ

た
◆
本
学
の

讐
長
、
療
瀬

副
学
長
、
教

職
員
が
■
号

館
正
面
玄
齋

で
出
迎
え
、

花
水
本
で
昼

食
を
済
ま
せ

た
後
、
５
号

館
５
と
と
講

義
室
で
本
学

学
生
に
日
本

議
ス
ピ
‥
チ

を
披
露
し
て

く
れ
た
。

学
霞
の
学

生
４
名

は

霧

世
紀
‥

本学を訪れた日本語スピー

'と

ヨンテスト入賞者と引率教員、及び本学関係者c

た
。
続
い
て
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
生
３
名
は
、
目

本
と
オ
耳
ス
ト
ラ
リ
ア
の
関
係
、

螂
本
の
高
校
生
へ
の
メ
プ
セ
ー
ジ

を
テ
ー
マ
に
発
表
し
た
υ

い
ず
れ
も
コ
ン
芸
ス
ト
で
優
秀

な
成
績
を
修
め
た
だ
け
の
こ
と
な

あ
り
、
沈
暢
な
日
本
語
で
自
分
の

考
え
を
明
雛
に
発
表
し
て
い
て
、

一ご
清
聴
泌
り
が
と

次ヽ
尊ざ
い
ま

し
た
ど
の
挨
拶
で
終
わ
る
と
、
会

場
か
ら
大
き
な
始
子
が
あ

っ
た
。

た
だ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
生

は
、
い
ず
れ
も
ア
ジ
ア
系
の
学
生

で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
無
騨
字

習
は
ま
だ
ま
だ
ア
ジ
ア
地
域
の
人

達
に
限
ら
れ
て
い
る
の
か
な
と
感

じ
た
。

ス
ピ
ー
テ
被
露
が
終
わ
る
と
、

一
行
球
学
内
見
学
を
し
、
病
進
先

で
あ
る
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
本
テ
ル
ヘ

幾
発
し
た
。

本
テ
ル
で
は
学
長
主
催
の
歓
迎

夕
食
会
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
の
学

生
も
後
行
扁
程
で
疲
れ
て
い
る
様

子
で
は
あ
っ
た
が
、
妓
阜
の
施
館

を
楽
し
ん
で
い
た
。
今
回
来
日
し

た
学
生
達
に
と
っ
て
、
日
本
は
、

朝
日
大
学
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の

国
姪
戻
っ
て
、
友
達
、
ｒｕ
一癖
貌
た

と
て
も
良
か
っ
た
と
話
を
し
て
も

ら
え
れ
ば
孝
い
で
あ
る
。

学 外研修
懲

年

法

学

嚢

経

募

轟

及
び
歯
学
部
の

垂

鍛

療

研
修
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
今

年
度
に
お
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
実

施
さ
れ
る
こ
と

が
決

定

さ

れ

た
。渉

浮
部

，
経

営
学
部
学
生
の

霧
修
先
は
、
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
の
な
か
、

今
年
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
セ
ン

ト
ラ
ル
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学

（Ｃ
Ｑ
Ｕ
）
が
加
え
ら
れ
た
。
Ｕ

Ｃ
Ｌ
Ａ
で
は
、
３
週
闘
の
需
学
研

修
コ
ー
ス

一プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル

・

イ
ン
グ
リ
ツ
シ
ュ
・
プ

ロ
グ
ラ

ム
」
に
参
加
す
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｑ

Ｕ
で
は
４
迎
間
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム

「蒸
講
授
業
、
企
業
等
実
地
研

修
」

峰
参
加
す
る
。
参
加
費
用

は
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
は
金
額
大
学
負

担
、
Ｃ
Ｑ
Ｕ
は
大
学
か
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一
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た
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学
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盆
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発

は
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年
と
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北
京
医
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大
学
四
避

医
学
院
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
、
テ
キ
サ
ス

大
学
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
校
、
ア
ラ

バ
マ
大
学
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
校
、

メ
キ
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ョ
加
，
陰
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修
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修
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圭
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派
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井

費
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原
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裕
介
０
金
、調
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美
紀
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営
学
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須
園
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金
、野
溺
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Ｔ
金
、麹
岸
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尚
Ｔ
と
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協
ふ
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（２
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）、大
洞
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藤
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Ｑ
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Ｂ
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年
８
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○
歯
学
部
▼
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手
麹
圏
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用
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威
１２
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７
月
１
日
付
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○
貯
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念
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▼
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床
検
査
技
師
▼
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年
８
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付
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○
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属
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科
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▼
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